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報告事項   

議題（２）コミバスのりつぎ券発行器の導入について 

 

１ 目的 

感染症対策に資する非接触の推進及び乗務員の負担軽減を目的に、コミュニティ

バス全線の正規車両にのりつぎ券発行器を設置します。 

 

２ 導入機器 

（１） 機器名 

ＬＴＭ０２－０２ 

（２） 提供事業者 

レシップ株式会社（岐阜県本巣市） 

 

３ 導入費用 

  ３，７９８，４００円（税抜き） 

  ※財源の一部に「令和３年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（経営改善

支援事業/乗合バス関係）」を活用 

 

４ 券面案 

  下図のとおり 

 

 

 

 

 

 

５ 運用開始 

  令和５年３月（予定） 

 

 

 

  ●のりつぎ券とは、コミュニティバス、名鉄東部交通バス及びいこまいかー乗車

後に発行されるものであり、コミュニティバスの降車時に提示することで運賃が

無料になる。発行日当日に限り、路線・区間に関わらず何度でも利用可能。 


